
平成30年度　広島県建築士会 （新規-様式　１）

※ 受付№　　　　　　　　　

※ 登録№　　　　　　　　　
（※事務局使用欄）

　私は、専攻建築士制度の登録をしたいので、審査・登録の申請をします。

　私は、この審査・登録申請書に記入した事項および添付した書類の内容が真実で、かつ、正確

　であることを誓います

　また、日本建築士会連合会「専攻建築士制度」規則並びに「建築士会会員倫理規定」を遵守し、

　建築資格者として常に研鑽を心がけ、自己の業務・行動について責任を負うことを同意します。

　なお、この審査・登録申請書及び添付書類の内容が真実と相違がある場合には、登録を取消さ

　れても異存ありません。専攻建築士として登録後、上記同意に反した事実が判明した場合には、

　登録を抹消されても異存ありません。　

平成30年12月20日

　公益社団法人　日本建築士会連合会　会長　殿

　公益社団法人　広島県建築士会　会長　殿

　
印

（最近3ｹ月以内のもの）

まちづくり

○ 統括設計

構造設計

設備設計

○ 建築生産

棟　梁

法　令

教育研究

専攻実務経歴年数とCPD単位

5 年 15 単位

↓該当する資格を■で塗り潰して下さい。

＜統括設計＞ □APECアーキテクト ＊統括設計領域・専門分野表示「積算」の場合 □建築積算士、建築コスト管理士

＜構造設計＞ □APECエンジニア（構造）　　□構造計算適合性判定員　　□構造設計一級建築士　　□JSCA建築構造士

＜建築生産-積算＞ □建築積算士、建築コスト管理士

＜建築生産-診断・改修＞ □特殊建物等調査資格者　　□建築設備検査資格者　　□建築仕上診断技術者

　　　　　　　 □建築設備診断技術者　　□建築・設備総合管理技術者

＜設備設計＞ □JABMEEシニア　　□設備設計一級建築士

＜棟　　梁＞ □日本伝統建築技術保存会認定者

＜法　　令＞ □建築基準適合判定資格者　　□建築主事資格試験合格者

＊建築士会以外の団体（下記）のCPDで申請される方

□建築技術教育普及センター　CPD（　　  ）単位

□日本建築構造技術者協会　　CPD（ 　 　）単位

□日本建築積算協会　　　　　CPD（　 　 ）単位

専攻建築士審査・登録申請 誓約書

写真欄

縦3.0㎝×横2.4㎝
無帽・無背景・正面
上3分身を写した

証明写真
（裏面に名前を記入）

建築太郎申請者氏名（自署） 平成30年 　　月撮影

専攻領域 専　門　分　野

※該当する専攻領域に○印を付けてください。

戸建住宅 集合住宅 ※専攻領域は、3領域まで申請できます。

※専門分野表示は、専攻領域毎に

　　3分野まで申請できます。

建築施工管理 （1分野3件以上の実績（様式3-1）が必要

専攻実務 H30.1.1～H30.12.31までの建築士会CPD単位

　かつ1分野1件以上の責任ある立場での

　実務実績（様式4）が必要）

実務経歴・実績免除資格がある方

専攻実務（　　　）年　＋　

 ◎申請書に記載された個人情報は、申請に伴う業務（申請・審査のための連絡、結果の送付、登録証の交付等に関するもの、

    及び登録証の管理のため）に使用いたします。また、この個人情報は、個人情報保護法に基づき、適切に管理いたします。

建築士会会員№ 99999

自筆です



専攻建築士申請書（新規用） （新規-様式　2）

※登録No.
ふりがな 本籍地

都・道

47 歳 性別 男・女 府・県

現住所

〒　 730-0052 TEL： FAX：

勤務先

所属部署 役職 所長

所在地

〒　 730-0052 TEL： FAX：

E-mail 可・否

http://www.k-hiroshima.or.jp/ 可・否

123456 登録年月日

98765 登録年月日

登録年月日

構造設計一級建築士　No. 登録年月日

設備設計一級建築士　No. 登録年月日

卒業年 平成　元年　3　月 学校名

学部学科名

その他の学歴
（大学院等） 　    年　　 月　～　      年　　  月

現在の 職　　域 （　1　） ＊最も主と思われる職域、職務を一つだけ選び、その数字を記入してください。

業務内容 　　　　1.建築士事務所　2.構造設計事務所　3.設備設計事務所　4.積算事務所　5.ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

　　　　6.建設業　7.プレハブ住宅業　8.製造業　9.金融/保険業　10.商業　11.不動産業

　　　　12.官公庁　13.公社・公団等　14.学校　15.その他（　　　　　　　　　　　　　）

職　　務 （　5　）
　　　　1.構造設計　2.設備設計　3.積算見積　4.調査・鑑定・企画　5.建築設計一般・監理

　　　　6.工事監理　7.都市計画　8.技能労務（大工など）　9.現場管理　10.経営　11.営業・販売

　　　　12.試験・研究　13.維持管理　14.建材製造・開発　15.代理業務（代願）　16.行政　17.教育　18.その他

他の所属団体

＊以下の資格をお持ちの方は□にチェックを入れ、登録年を記入して下さい。

　□一級建築施工管理技士 （登録　　　　　　年） □建築設備士（登録　　　　　　年）

WEB表示

■可 　□否

WEB表示

■可 　□否

WEB公開

会員№ 99999

けんちく　たろう
生年月日 昭和41年10月12日

氏　名 建築　太郎 広島

広島市中区千田町3-7-47

写真欄 082-244-6830 082-244-3840

縦3.0㎝×横2.4㎝
無帽・無背景・正面
上3分身を写した

証明写真

建築太郎設計事務所

（裏面に名前記入）
広島市中区千田町3-7-47

平成22年　月撮影 082-244-6830 082-244-3840

（最近3ｹ月以内のもの） info@k-hiroshima.or.jp ＊勤務先のWEB表示

ホームページ　URL ＊勤務先の住所・電話・FAXのWEB表示

建築士
資格登録

一級建築士登録番号No. 平成4年3月1日

二級（都道府県名　広島　）No. 　　　　年　月　日

木造（都道府県名　　　　）No. 　　　　年　月　日

　　　　年　月　日

　　　　年　月　日

最終学歴
△△大学

工学部建築学科

右の該当する
もの各１つを
選択してくだ
さい

（一社）日本建築学会

他建築関連
資格（取得
年）、受賞
履歴・著者論

文等

（一社）商業施設技術者・団体連合会　商業施設士　登録番号1234　登録年1997年

　□一級電気工事施工管理技士（登録　　　　　　　年）□一級管工事施工管理技士（登録　　　　　　　年）

＊専攻建築士制度は、表示制度であり登録者名簿を作成し本会ＨＰで氏名等を公表致します。

＊現住所・E-MailアドレスはWEB表示しません。

社会活動

・広島県応急危険度判定士登録

建築（業務）
に関する考え
方・心がけて
いる事

建築地の周辺環境に配慮して、建築主からの要望に沿うデザインコンセプトを

心がけている。



建築士免許取得後の職務経歴 （新規-様式　３）

氏名 ＊このシートの情報はWEB公開はしません

注意１．建築士免許取得時から現在までの、勤務・職務経歴について記入願います。

　　２．施工管理技士等の建築士免許取得前の実務期間を必要とする場合は、その期間を含め記入して下さい。

　　３．業務内容欄には、業務の概要・役割がわかるように具体的な内容を記入願います。

       4．１枚に書ききれない場合は、コピーしてお使いください。

業務期間 専攻領域
建築
生産

6年6ヶ月

勤務先・
部署

所在地

主な業務内
容（物件・
件数等）

業務期間 専攻領域
統括
設計

１年6ヶ月

勤務先・
部署

所在地

主な業務内
容（物件・
件数等）

業務期間 専攻領域
統括
設計

11年7ヶ月

勤務先・
部署

所在地

主な業務内
容（物件・
件数等）

業務期間 専攻領域 　
　 　年　　ヶ

月

勤務先・
部署

所在地

主な業務内
容（物件・
件数等）

領域１ 統括設計

領域２ 建築生産

領域３

＊審査
使用欄

建築太郎

平成6年4月　～平成12年9月
（6年6カ月）

内専攻領域別実務と
して申請する年数

広島建設㈱　工事部　工事課

〒730-○○○○　広島市中区▽▽1-2-3

戸建住宅設計、集合住宅の工事監理業務

平成12年10月　～平成14年3月
（1年6カ月）

内専攻領域別実務と
して申請する年数

広島建設㈱　設計部

〒730-○○○○　広島市中区▽▽1-2-3

戸建住宅設計、集合住宅設計

平成14年4月　～平成25年10月
（11年7カ月）

内専攻領域別実務と
して申請する年数

建築太郎設計事務所

〒730-0052　広島市中区千田町3-7-47

戸建住宅設計、集合住宅設計・監理

　年　月　～　年　月
（　年　カ月）

内専攻領域別実務と
して申請する年数

〒

建築士免許取得後の
実務経歴年数

19年7ヵ月

13年1ヶ月

6年6ヶ月

年　ヶ月



専攻建築士審査・登録申請書　(ここは手書きでもよい） （新規-様式　6）

氏名

■申請書類確認書
申請者
ﾁｪｯｸ欄

様式名 ＊確認

様式1 審査・登録申請書（誓約書） 顔写真1枚貼付

様式2 審査・登録申請書（一般事項） 顔写真1枚貼付

様式３ 審査・登録申請書（建築士免許取得後の職務経歴）

様式３-1 審査・登録申請書（領域別実務経歴）（領域別書式）

様式4 審査・登録申請書（責任ある立場 ３件以上)(領域別書式) 写真貼付 　　枚

様式5 審査・登録申請書（専攻建築士ポートフォリオ）

様式6 審査・登録申請書（書類確認書・払込貼付書）

添付書類 建築士免許証（写し）

添付書類

■手数料払込内訳 ※該当する箇所に○印を記入してください。

会　員 １専攻領域申請　16,800円 ※内訳

○ ２専攻領域申請　27,300円 　専攻登録料　6,300円＋１領域審査料10,500円

３専攻領域申請　37,800円 （１専攻領域追加毎に10,500円を加算して下さい。）

１専攻領域申請　28,350円 ※内訳

２専攻領域申請　46,200円 　専攻登録料　10,500円＋１領域審査料17,850円

３専攻領域申請   64,050円 （１専攻領域追加毎に17,850円を加算して下さい。）

■審査・登録申請手数料の払込証明書（写し）貼付欄

払込証明書（写し）貼付欄

会員以外の全ての建築士

申請領域数

建築太郎

書類名・内容 備考

他資格者証の写し
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

資格　　枚

申請領域数



注意 １．実務経験年数5年を満たすように記入（3件以上）してください。(西暦）

　　（できるだけ最新の経歴から記入）　１枚に書ききれない場合はコピーして下さい。　

２．複数の専門分野を表示する場合は、１専門分野を１枚に記入して下さい。なお、１専門分野に

　　つき、３件以上の実績が必要です。また、すべての専門分野の合計年数が、専攻領域別の

　　実務経験年数を満たすように記入して下さい。

３．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウ

　　ントすることはできません。重複する期間を除いた実務年数を一番下の欄に記入して下さい。

　　（様式3-2をご利用下さい。）

４．様式４の「責任ある立場での実務実績」（３件）はこの書類の中から選び、写真を添付して

　　「様式４」に記入して下さい。

５．業務の該当目を■塗潰して下さい。 ６．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとします。

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□都市計画
■再開発事業

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □区画整理事業
再開発事業 □開発行為

2010年10月～ □まちづくり活動
2013年10月(37ヶ月) □その他

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□都市計画
□再開発事業

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □区画整理事業
□開発行為

2008年10月～ ■まちづくり活動
2010年12月(27ヶ月) □その他

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□都市計画
□再開発事業

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □区画整理事業
□開発行為

2006年9月～ ■まちづくり活動
2008年12月(28ヶ月) ■その他（密集住宅市街地整備、共同建替事業計画、合意形成）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□都市計画
□再開発事業

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □区画整理事業
□開発行為

 年 月～ □まちづくり活動
  年 月( ヶ月) □その他

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□都市計画
□再開発事業

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □区画整理事業
□開発行為

 年 月～ □まちづくり活動
  年 月( ヶ月) □その他

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□都市計画
□再開発事業

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □区画整理事業
□開発行為

 年 月～ □まちづくり活動
  年 月( ヶ月) □その他

役割：　□責任ある立場　　□担当者

担当期間合計 重複実務年数 重複除く実務年数 ＊事務局欄

7 年 8 ヶ月 － 年 6 ヶ月 ＝ 7 年 2 ヶ月

専攻領域別実務経歴（１／　１）（様式３－１－まち） ＜専攻領域別書式＞

氏名 建築一郎

専攻領域 まちづくり

専門分野

ま
ち
づ
く
り

○○コート再開発事業

担当期間：

ま
ち
づ
く
り

○○町まちかど資源活用保全調査

担当期間：

ま
ち
づ
く
り

△△団地　共同建替

担当期間：

ま
ち
づ
く
り

担当期間：

ま
ち
づ
く
り

担当期間：

ま
ち
づ
く
り

担当期間：

西暦で



注意 １．実務経験年数5年を満たすように記入（3件以上）してください。(西暦）

　　（できるだけ最新の経歴から記入）　１枚に書ききれない場合はコピーして下さい。　

２．複数の専門分野を表示する場合は、１専門分野を１枚に記入して下さい。なお、１専門分野に

　　つき、３件以上の実績が必要です。また、すべての専門分野の合計年数が、専攻領域別の

　　実務経験年数を満たすように記入して下さい。

３．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウ

　　ントすることはできません。重複する期間を除いた実務年数を一番下の欄に記入して下さい。

　　（様式3-2をご利用下さい。）

４．様式４の「責任ある立場での実務実績」（３件）はこの書類の中から選び、写真を添付して

　　「様式４」に記入して下さい。

５．業務の該当目を■塗潰して下さい。 ６．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとします。

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■企画設計　　■基本設計　　■実施設計　　■工事監理

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、■木造

201年8月～ 階　数　：地上2階、地下　　階、延床面積　250㎡

2013年10月(27ヶ月)

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■企画設計　　■基本設計　　■実施設計　　■工事監理

■その他（学校法人設立に関わるコンサルタント）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　■RC造、□S造、□SRC造、　□木造

2009年10月～ 階　数　：地上2階、地下　　階、延床面積　1,570㎡

2011年10月(25ヶ月)

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■企画設計　　■基本設計　　■実施設計　　■工事監理

■その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、　■木造

2006年12月～ 階　数　：地上2階、地下　　階、延床面積　250㎡

2009年12月(37ヶ月)

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□企画設計　　□基本設計　　□実施設計　　□工事監理

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、　□木造

　　　年　月～ 階　数　：地上　　階、　地下　　階、　　　　延床面積　　　　㎡

　　年　月(　 ヶ月)

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□企画設計　　□基本設計　　□実施設計　　□工事監理

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、　□木造

　　　年　月～ 階　数　：地上　　階、　地下　　階、　　　　延床面積　　　　㎡

　　年　月(　 ヶ月)

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□企画設計　　□基本設計　　□実施設計　　□工事監理

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、　□木造

　　　年　月～ 階　数　：地上　　階、　地下　　階、　　　　延床面積　　　　㎡

　　年　月(　 ヶ月)

役割：　□責任ある立場　　□担当者

担当期間合計 重複実務年数 重複除く実務年数 ＊事務局欄

7 年 5 ヶ月 － 年 6 ヶ月 ＝ 6 年 11 ヶ月

専攻領域別実務経歴（１／　１）（様式３－１－統括設計） ＜専攻領域別書式＞

氏名 建築二郎

専攻領域 統　括　設　計

専門分野

統
括
設
計

○○邸新築工事

二世帯住宅
担当期間：

統
括
設
計

○○幼稚園新築工事

教育施設
担当期間：

統
括
設
計

○○病院新築工事

病院
担当期間：

統
括
設
計

担当期間：

統
括
設
計

担当期間：

統
括
設
計

担当期間：

西暦で



注意 １．実務経験年数5年を満たすように記入（3件以上）してください。(西暦）

　　（できるだけ最新の経歴から記入）　１枚に書ききれない場合はコピーして下さい。　

２．複数の専門分野を表示する場合は、１専門分野を１枚に記入して下さい。なお、１専門分野に

　　つき、３件以上の実績が必要です。また、すべての専門分野の合計年数が、専攻領域別の

　　実務経験年数を満たすように記入して下さい。

３．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウ

　　ントすることはできません。重複する期間を除いた実務年数を一番下の欄に記入して下さい。

　　（様式3-2をご利用下さい。）

４．様式４の「責任ある立場での実務実績」（３件）はこの書類の中から選び、写真を添付して

　　「様式４」に記入して下さい。

５．業務の該当目を■塗潰して下さい。 ６．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとします。

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□企画設計　　■基本設計　　■実施設計　　■工事監理

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　□RC造、■S造、□SRC造、　□木造

2012年7月～ 階　数　：地上　3階、地下　　　階、　　　延床面積　188㎡

2013年2月(8ヶ月)

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■企画設計　　■基本設計　　■実施設計　　■工事監理

■その他（免震に着目した建屋の耐震・構造検討、免震装置用開発）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　■RC造、■S造、□SRC造、　□木造

2009年4月～ 階　数　：地上　7階、地下　　　階、　　　延床面積　3,900㎡

2012年9月(43ヶ月)

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■企画設計　　■基本設計　　■実施設計　　■工事監理

■その他（構造設計・構造計算）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　■RC造、□S造、□SRC造、　□木造

2008年6月～ 階　数　：地上　2階、地下　　　階、　　　延床面積　267㎡

2009年5月(12ヶ月)

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□企画設計　　□基本設計　　■実施設計　　□工事監理

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　■RC造、□S造、□SRC造、　□木造

2007年4月～ 階　数　：地上　5階、地下　1階、　　　延床面積　4,000㎡

2008年8月(17ヶ月)

役割：　□責任ある立場　　■担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□企画設計　　□基本設計　　□実施設計　　□工事監理

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、　□木造

　年　月～ 階　数　：地上　　　階、地下　　　階、　　　延床面積　　　　㎡

　年　月(　ヶ月)

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□企画設計　　□基本設計　　□実施設計　　□工事監理

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、　□木造

　年　月～ 階　数　：地上　　　階、地下　　　階、　　　延床面積　　　　㎡

　年　月(　ヶ月)

役割：　□責任ある立場　　□担当者

担当期間合計 重複実務年数 重複除く実務年数 ＊事務局欄

6 年 8 ヶ月 － 年 8 ヶ月 ＝ 6 年 0 ヶ月

専攻領域別実務経歴（１／　１）（様式３－１－構造） ＜専攻領域別書式＞

氏名 建築三郎

専攻領域 構　造　設　計

専門分野

□耐震診断・補強

構
造
設
計

○○邸新築工事

専用住宅
担当期間：

構
造
設
計

○○建屋の免震技術に関する
設計検討

原子力関連建屋
担当期間：

構
造
設
計

○○邸新築工事及びマンション
新築工事

専用住宅・集合住宅

担当期間：

構
造
設
計

○○病院保険施設

免震建物
担当期間：

構
造
設
計

担当期間：

構
造
設
計

担当期間：

西暦で



注意 １．実務経験年数5年を満たすように記入（3件以上）してください。(西暦）

　　（できるだけ最新の経歴から記入）　１枚に書ききれない場合はコピーして下さい。　

２．複数の専門分野を表示する場合は、１専門分野を１枚に記入して下さい。なお、１専門分野に

　　つき、３件以上の実績が必要です。また、すべての専門分野の合計年数が、専攻領域別の

　　実務経験年数を満たすように記入して下さい。

３．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウ

　　ントすることはできません。重複する期間を除いた実務年数を一番下の欄に記入して下さい。

　　（様式3-2をご利用下さい。）

４．様式４の「責任ある立場での実務実績」（３件）はこの書類の中から選び、写真を添付して

　　「様式４」に記入して下さい。

５．業務の該当目を■塗潰して下さい。 ６．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとします。

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●空調設備　●給排水衛生設備　○電気設備
□企画設計　　□基本設計　　■実施設計　　■工事監理

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2012年7月～ 規模構造：　□RC造、□S造、■SRC造、　□木造
2013年2月(8ヶ月) 階　数　：地上　20階、地下　3階、　　　延床面積　5,120㎡

役割：　□責任ある立場　　■担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●空調設備　●給排水衛生設備　○電気設備
□企画設計　　■基本設計　　□実施設計　　■工事監理

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2009年3月～ 規模構造：　□RC造、□S造、■SRC造、　□木造

年　　月　(  　ヶ月)2012年7月(41ヶ月) 階　数　：地上　2階、地下　1階、　　　延床面積　762㎡

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●空調設備　●給排水衛生設備　○電気設備
□企画設計　　■基本設計　　□実施設計　　□工事監理

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2008年6月～ 規模構造：　■RC造、□S造、□SRC造、　□木造
2009年5月(12ヶ月) 階　数　：地上　13階、地下　1階、　　　延床面積　9,092㎡

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●空調設備　●給排水衛生設備　○電気設備
□企画設計　　□基本設計　　■実施設計　　□工事監理

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2007年4月～ 規模構造：　□RC造、■S造、□SRC造、　□木造
2008年7月(16ヶ月) 階　数　：地上　2階、地下　1階、　　　延床面積　252㎡

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○空調設備　○給排水衛生設備　○電気設備
□企画設計　　□基本設計　　□実施設計　　□工事監理　

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　年　月～ 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、　□木造
　年　月(　ヶ月) 階　数　：地上　　　階、地下　　　階、　　　延床面積　　　　㎡

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○空調設備　○給排水衛生設備　○電気設備
□企画設計　　□基本設計　　□実施設計　　□工事監理　

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　年　月～ 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、　□木造
　年　月(　ヶ月) 階　数　：地上　　　階、地下　　　階、　　　延床面積　　　　㎡

役割：　□責任ある立場　　□担当者

担当期間合計 重複実務年数 重複除く実務年数 ＊事務局欄

6 年 5 ヶ月 － 年 6 ヶ月 ＝ 5 年 11 ヶ月

専攻領域別実務経歴（１／　１）（様式３－１－設備） ＜専攻領域別書式＞

氏名 建築四郎

専攻領域 設　備　設　計

専門分野

設
備
設
計

○○複合ビル新築工事

省エネ対応の複合ビル

担当期間：

設
備
設
計

○○クラブ新築工事

宿泊施設
担当期間：

設
備
設
計

○○ビルリニューアル工事

事務所ビル
担当期間：

設
備
設
計

○○ビル新築工事

衛生・冷暖房・換気設備

担当期間：

設
備
設
計

担当期間：

設
備
設
計

担当期間：

西暦で



注意 １．実務経験年数5年を満たすように記入（3件以上）してください。(西暦）

　　（できるだけ最新の経歴から記入）　１枚に書ききれない場合はコピーして下さい。　

２．複数の専門分野を表示する場合は、１専門分野を１枚に記入して下さい。なお、１専門分野に

　　つき、３件以上の実績が必要です。また、すべての専門分野の合計年数が、専攻領域別の

　　実務経験年数を満たすように記入して下さい。

３．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウ

　　ントすることはできません。重複する期間を除いた実務年数を一番下の欄に記入して下さい。

　　（様式3-2をご利用下さい。）

４．様式４の「責任ある立場での実務実績」（３件）はこの書類の中から選び、写真を添付して

　　「様式４」に記入して下さい。

５．業務の該当目を■塗潰して下さい。 ６．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとします。

業務（プロジェクト）名： 業務内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■施工管理（●品質・技術 ●工程 ●ｺｽﾄ ●安全 ○その他[      ] )
□積算　□ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ（PM）□ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ(CM)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： ■維持管理業務 □改修・ﾘﾌｫｰﾑ
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2012年6月～ 規模構造：　■RC造、□S造、□SRC造、　□木造
2013年2月(9ヶ月) 階　数　：地上　3階、地下　　　階、　　　延床面積　2,815㎡

役割：　□責任ある立場　　■担当者

業務（プロジェクト）名： 業務内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□施工管理（○品質・技術 ○工程 ○ｺｽﾄ ○安全 ○その他[      ] )
□積算　□ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ（PM）□ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ(CM)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： ■維持管理業務 ■改修・ﾘﾌｫｰﾑ
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2009年1月～ 規模構造：　■RC造、□S造、□SRC造、　□木造
2012年6月(42ヶ月) 階　数　：地上　8階、地下　　　階、　　　延床面積　6,803㎡

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 業務内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□施工管理（○品質・技術 ○工程 ○ｺｽﾄ ○安全 ○その他[      ] )
□積算　□ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ（PM）□ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ(CM)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： ■維持管理業務 □改修・ﾘﾌｫｰﾑ
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2008年3月～ 規模構造：　■RC造、□S造、□SRC造、　□木造
2009年3月(13ヶ月) 階　数　：地上　14階、地下　2階、　　　延床面積　22,125㎡

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 業務内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■施工管理（●品質・技術 ●工程 ●ｺｽﾄ ●安全 ○その他[      ] )
■積算　□ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ（PM）□ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ(CM)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □維持管理業務 □改修・ﾘﾌｫｰﾑ　
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2007年4月～ 規模構造：　■RC造、□S造、□SRC造、　□木造
2008年5月(14ヶ月) 階　数　：地上　3階、地下　　　階、　　　延床面積　143㎡

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 業務内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□施工管理（○品質・技術 ○工程 ○ｺｽﾄ ○安全 ○その他[      ] )
□積算　□ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ（PM）□ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ(CM)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □維持管理業務 □改修・ﾘﾌｫｰﾑ　
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　年　月～ 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、　□木造
　年　月(　ヶ月) 階　数　：地上　　　階、地下　　　階、　　　延床面積　　　　㎡

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 業務内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□施工管理（○品質・技術 ○工程 ○ｺｽﾄ ○安全 ○その他[      ] )
□積算　□ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ（PM）□ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ(CM)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □維持管理業務 □改修・ﾘﾌｫｰﾑ　
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　年　月～ 規模構造：　□RC造、□S造、□SRC造、　□木造
　年　月(　ヶ月) 階　数　：地上　　　階、地下　　　階、　　　延床面積　　　　㎡

役割：　□責任ある立場　　□担当者

担当期間合計 重複実務年数 重複除く実務年数 ＊事務局欄

6 年 6 ヶ月 － 年 7 ヶ月 ＝ 5 年 11 ヶ月

専攻領域別実務経歴（１／　１）（様式３－１－建築生産） ＜専攻領域別書式＞

氏名 建築五郎

専攻領域 建　築　生　産

専門分野

建
築
生
産

○○集合住宅新築工事

集合住宅

担当期間：

建
築
生
産

○○ハイム改修工事

集合住宅

担当期間：

建
築
生
産

○○集合住宅修繕計画

複合集合住宅の
長期修繕計画

担当期間：

建
築
生
産

○○邸新築工事

担当期間：

建
築
生
産

担当期間：

建
築
生
産

担当期間：

西暦で



注意 １．実務経験年数5年を満たすように記入（3件以上）してください。(西暦）

　　（できるだけ最新の経歴から記入）　１枚に書ききれない場合はコピーして下さい。　

２．複数の専門分野を表示する場合は、１専門分野を１枚に記入して下さい。なお、１専門分野に

　　つき、３件以上の実績が必要です。また、すべての専門分野の合計年数が、専攻領域別の

　　実務経験年数を満たすように記入して下さい。

３．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウ

　　ントすることはできません。重複する期間を除いた実務年数を一番下の欄に記入して下さい。

　　（様式3-2をご利用下さい。）

４．様式４の「責任ある立場での実務実績」（３件）はこの書類の中から選び、写真を添付して

　　「様式４」に記入して下さい。

５．業務の該当目を■塗潰して下さい。 ６．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとします。

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■設計　　■施工管理　　□修復工事　　□診断
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要：
用途：寺院本堂

2012年5月～ 規模：RC造・木造　平屋建て　　延床面積　703㎡
2013年9月(17ヶ月) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■設計　　■施工管理　　□修復工事　　□診断
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要：
用途：宿泊施設

2010年1月～ 規模：地上　3階　　　延床面積　1,763㎡
2012年6月(30ヶ月) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□設計　　□施工管理　　□修復工事　　■診断
■その他（報告書　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要：
用途：茶室

2008年5月～ 規模：木造　平屋建て　　　延床面積　75㎡
2010年3月(23ヶ月) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■設計　　■施工管理　　□修復工事　　□診断
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要：
用途：礼拝堂

2007年4月～ 規模：地上3階・地下2階　　　延床面積　4,927㎡
2008年5月(14ヶ月) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　□責任ある立場　　■担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□設計　　□施工管理　　□修復工事　　□診断
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要：　
用途：　

　年　月～ 規模：　　　　　　　　　延床面積　　　　　　　　　㎡
　年　月(　ヶ月) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□設計　　□施工管理　　□修復工事　　□診断
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要：　
用途：　

　年　月～ 規模：　　　　　　　　　延床面積　　　　　　　　　㎡
　年　月(　ヶ月) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　□責任ある立場　　□担当者

担当期間合計 重複実務年数 重複除く実務年数 ＊事務局欄

7 年 ヶ月 － 年 6 ヶ月 ＝ 6 年 6 ヶ月

専攻領域別実務経歴（１／　１）（様式３－１－棟梁） ＜専攻領域別書式＞

氏名 建築六郎

専攻領域 棟　　梁

専門分野

棟
梁

○○寺本堂新築工事

伝統建築である
社寺の新築工事

担当期間：

棟
梁

○○荘増築工事

和風の保養所

担当期間：

棟
梁

○○茶室・○○園現状調査

数奇屋造建築の
木造耐久性調査

担当期間：

棟
梁

○○堂新築工事

担当期間：

棟
梁

担当期間：

棟
梁

担当期間：

西暦で



注意 １．実務経験年数5年を満たすように記入（3件以上）してください。(西暦）

　　（できるだけ最新の経歴から記入）　１枚に書ききれない場合はコピーして下さい。　

２．複数の専門分野を表示する場合は、１専門分野を１枚に記入して下さい。なお、１専門分野に

　　つき、３件以上の実績が必要です。また、すべての専門分野の合計年数が、専攻領域別の

　　実務経験年数を満たすように記入して下さい。

３．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウ

　　ントすることはできません。重複する期間を除いた実務年数を一番下の欄に記入して下さい。

　　（様式3-2をご利用下さい。）

４．様式４の「責任ある立場での実務実績」（３件）はこの書類の中から選び、写真を添付して

　　「様式４」に記入して下さい。

５．業務の該当目を■塗潰して下さい。 ６．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとします。

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■確認検査（100件/年）　□性能評価等（　　　　　件）

□裁判所支援業務（○調停　○鑑定　）　□民事鑑定

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □行政支援業務等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2012年9月～ □建築相談（　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

2013年8月(12ヶ月) □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□確認検査（　　件/年）　□性能評価等（　　　　　件）

□裁判所支援業務（○調停　○鑑定　）　□民事鑑定

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □行政支援業務等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2011年4月～ □建築相談（　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

2012年8月(17ヶ月) ■その他（定期調査・検査報告、防災査察等　　　）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■確認検査（200件/年）　□性能評価等（　　　　　件）

□裁判所支援業務（○調停　○鑑定　）　□民事鑑定

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □行政支援業務等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2008年5月～ □建築相談（　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

2011年4月(36ヶ月) □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□確認検査（　　件/年）　□性能評価等（　　　　　件）

□裁判所支援業務（○調停　○鑑定　）　□民事鑑定

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □行政支援業務等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　年　月～ □建築相談（　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

　年　月(　ヶ月) □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□確認検査（　　件/年）　□性能評価等（　　　　　件）

□裁判所支援業務（○調停　○鑑定　）　□民事鑑定

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □行政支援業務等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　年　月～ □建築相談（　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

　年　月(　ヶ月) □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□確認検査（　　件/年）　□性能評価等（　　　　　件）

□裁判所支援業務（○調停　○鑑定　）　□民事鑑定

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要： □行政支援業務等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　年　月～ □建築相談（　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

　年　月(　ヶ月) □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役割：　□責任ある立場　　□担当者

担当期間合計 重複実務年数 重複除く実務年数 ＊事務局欄

5 年 5 ヶ月 － 年 1 ヶ月 ＝ 5 年 4 ヶ月

専攻領域別実務経歴（１／　１）（様式３－１－法令） ＜専攻領域別書式＞

氏名 建築七郎

専攻領域 法　令

専門分野

法
令

民間確認検査機関の確認業務

担当期間：

法
令

特定行政庁業務

担当期間：

法
令

確認・検査業務

事務所ビル
担当期間：

法
令 担当期間：

法
令 担当期間：

法
令 担当期間：

西暦で



注意 １．実務経験年数5年を満たすように記入（3件以上）してください。(西暦）

２．できるだけ最新の経歴をご記入の上、担当期間の合計が必要実務年数以上となるように記

　　入して下さい。（西暦）

３．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウ

　　ントすることはできません。重複する期間を除いた実務年数を一番下の欄に記入して下さい。

　　（様式3-2をご利用下さい。）

４．様式４の「責任ある立場での実務実績」（３件）はこの書類の中から選び、写真を添付して

　　「様式４」に記入して下さい。

５．業務の該当目を■塗潰して下さい。

６．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとします。

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□常勤講座　 （講座時間　　　　　分　　　　　　　回/　　　　）

■非常勤講座（講座時間　45分　3回/週　）

□研究・調査・開発（　　　　　　　　　    　　　　　　　　　）

2012年9月～ □プロジェクト概要（　　 　　　   　　　　　　　　　　　　　）

2013年8月(12ヶ月) □その他（　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■常勤講座　 （講座時間　90分　30回/年　）

□非常勤講座（講座時間　　　　　分　　　　　　 　回/　　　　）

□研究・調査・開発（　　　　　　　　　    　　　　　　　　　）

2011年6月～ □プロジェクト概要（　　 　　　   　　　　　　　　　　　　　）

2012年8月(16ヶ月) □その他（　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□常勤講座　 （講座時間　　　　　分　　　　　　　回/　　　　）

□非常勤講座（講座時間　　　　　分　　　　　　 　回/　　　　）

■研究・調査・開発（新材料の防火性能の分析調査）

2010年9月～ □プロジェクト概要（　　 　　　   　　　　　　　　　　　　　）

2011年8月(12ヶ月) □その他（　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□常勤講座　 （講座時間　　　　　分　　　　　　　回/　　　　）

□非常勤講座（講座時間　　　　　分　　　　　　 　回/　　　　）

□研究・調査・開発（　　　　　　　　　    　　　　　　　　　）

2008年5月～ □プロジェクト概要（　　 　　　   　　　　　　　　　　　　　）

2010年4月(24ヶ月) ■その他（　修士論文　　 　　　　）

役割：　■責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□常勤講座  （講座時間　　　　　分　　　　　 　　回/　　　　）

□非常勤講座（講座時間　　　　　分　　　　　　 　回/　　　　）

□研究・調査・開発（　　　　　　　　　    　　　　　　　　　）

　年　月～ □プロジェクト概要（　　 　　　   　　　　　　　　　　　　　）

　年　月(　ヶ月) □その他（　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　）

役割：　□責任ある立場　　□担当者

業務（プロジェクト）名： 実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□常勤講座  （講座時間　　　　　分　　　　　 　　回/　　　　）

□非常勤講座（講座時間　　　　　分　　　　　　 　回/　　　　）

□研究・調査・開発（　　　　　　　　　    　　　　　　　　　）

　年　月～ □プロジェクト概要（　　 　　　   　　　　　　　　　　　　　）

　年　月(　ヶ月) □その他（　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　）

役割：　□責任ある立場　　□担当者

担当期間合計 重複実務年数 重複除く実務年数 ＊事務局欄

5 年 4 ヶ月 － 年 3 ヶ月 ＝ 5 年 1 ヶ月

専攻領域別実務経歴（１／　１）（様式３－１－教研） ＜専攻領域別書式＞

氏名 建築八郎

専攻領域 教　育　研　究

専門分野

教
育
研
究

建築製図

担当期間：

担当期間：

教
育
研
究

建築計画概論

担当期間：

教
育
研
究

建築材料の調査研究

担当期間：

教
育
研
究

担当期間：

教
育
研
究

建築家○○に関する考察

担当期間：

教
育
研
究

西暦で



まちづくり専攻建築士申請用 氏名

責任ある立場での実務実績（様式４－まち）

（№ 1 ）

注意１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。

　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で、計３件記入して下さい。

　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

プロジェクト名称

実務業務
都市の各種マス
タープラン作成

土地活用 交通計画 公園緑地計画
地区計画/建築協定
等

中心市街地活性
化

地域/産業振興 市街地再開発 市街地整備
共同住宅の共同化/
協調化

土地区画整理 ○ 景観・まちなみ バリアフリー/ユニバーサルデザイン 環境/エネルギー

地域住宅計画
住宅地等の開発
計画

住宅等の事業化支援 住民活動支援

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

依頼者・ 発注者

プロジェクト期間 10ケ月

担当期間 10ケ月

対象地区の概要

ha

事業の背景・必要性、事業の成果

 携わった立場 ○ 業務受託 学術調査・研究  ボランティア

自身が果たした役割

業務の特徴を表す資料貼付欄（専攻領域の内容が分かるもの。Ａ４サイズが原則）

実務実績証明欄

証明者氏名（自署）： 申請者との関係：

勤務先：

所属部署：都市計画課 役職： 連絡先：082-×××-××××

 ※審査 ※認定

住宅春子

専門分野

○○地区まちなみ景観整備基本計画

△△市役所

2011年　6月　～　2012年　3月

2011年　6月　～　2012年　3月

所在地 ○○市○○地区

面　積 22.5

地域特性
○○地区は幅員8m程で、延長約1.5ｋｍの県道に商店街が軒を並べる
中心市街地で、伝統的町家が多く残る地区

関係団体名 ○○町内会、○○商工会議所

○○地区は小さいながら、歴史・産業・自然･文化など多くの魅力にあふれる街である。

しかし、近年の人口減少、過疎化などにより、空き店舗・空家が目立つようになった。

そこで、歴史を活かした楽しいまちとして整備するべく、地区住民と実現性の高い計画を策定した。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○○商工会議所の協力を得て、○○地区まちづくり委員会を組織し、「歴史を活かした楽しいまち」を

整備するべく、ワークショップを企画運営し、それらをまとめるコーディネーターの役割を担った。

 

第三者による証明
（発注者、建築資格者
上司、雇用先代表者
など）

○○×× 上司

△△市役所

課長



統括設計専攻建築士申請用 氏名

責任ある立場での実務実績（様式４－統括設計）

（№ 1 ）

注意１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。

　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で、計３件記入して下さい。

　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

プロジェクト名称

業務内容 企画設計 ○ 基本設計 ○ 実施設計 ○ 工事監理 その他

担当期間 2011年　2月　～　2012年　2月 13ケ月

担当業務の役割

所在地

建築主

施工者名称

施工者所在地

敷地面積 ㎡ 延べ床面積 260 ㎡

構造 ＲＣ造　 Ｓ造 ＳＲＣ造 ○ 木造

階数 地上　2階　・　地下　　　階

用途

建築確認 ○○ 号 建築主事

検査済証 ○○ 号 建築主事

特徴

 写真等貼付欄（専攻領域の内容が分かるもの。Ａ４サイズが原則）

実務実績証明欄

証明者氏名（自署）： 申請者との関係：

勤務先：

所属部署：設計部 役職： 連絡先：082-×××-××××

 ※審査 ※認定

住宅夏子

専門分野

○○邸新築工事

基本設計及び工事監理を中心に、実施設計の確認等の全般的総括

○○市○○町2-1-5

△△△△

□□工務店

中央区○○1-2-3

520

戸建住宅

平成○○年○○月○○日 △△△△

平成○○年○○月○○日 △△△△

郊外の木造２階建住宅。広い敷地にゆったりとした和風建築を行なった。
仕上げ材を全て自然素材で仕上げ、健康的な暮らしが出来るよう配慮した。

本プロジェクトでは、クライアントに対するプレゼンから、施工監理まで最終責任者として
全般的に総括し、調整、指示、決定等行なった。

第三者による証明
（発注者、建築資格者
上司、雇用先代表者
など）

○○×× 上司

△△建築事務所

部長



構造設計専攻建築士申請用 氏名

責任ある立場での実務実績（様式４－構造設計）

（№ 1 ）

注意１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。

　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で、計３件記入して下さい。

　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

プロジェクト名称

業務内容 ○ 構造設計 ○ 基本設計 ○ 実施設計 工事監理 その他

担当期間 2011年　4月　～　2013年　2月 23ケ月

担当業務の役割

所在地

建築主

発注者

施工者名称

構造 ○ ＲＣ造　 Ｓ造 ＳＲＣ造 木造

敷地面積 ㎡ 延べ床面積 2,050 ㎡

階数 地上　9階　・　地下　1階

用途

建築確認 ○○ 号 建築主事

検査済証 ○○ 号 建築主事

特徴

写真等貼付欄（設計図書、骨組み写真など、専攻領域の内容が分かるもの。Ａ４サイズが原則）

実務実績証明欄

証明者氏名（自署）： 申請者との関係：

勤務先：

所属部署：設計室 役職： 連絡先：082-×××-××××

 ※審査 ※認定

住宅秋子

専門分野

○○マンション新築工事

構造設計・監理業務

○○市○○町2-1-5

△△△△

○○○建築デザイン事務所

580

集合住宅

平成○○年○○月○○日 △△△△

平成○○年○○月○○日 △△△△

自身が担当した業務

○○部の構造計算を××手法により行なった。

市街地の住宅団地における高層住棟。桁方向ラーメン、スパン方向耐震壁付ラーメン構造

柱フープ、梁スターラップに溶接フープ、スターラップを用いている。

計画から施工監理まで、構造担当として業務を行った。

第三者による証明
（発注者又は
建築資格者）

○○×× 上司

△△構造設計㈱

室長



設備設計専攻建築士申請用 氏名

責任ある立場での実務実績（様式４－設備設計）

（№ 1 ）

注意１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。

　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で、計３件記入して下さい。

　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

主な業務種別 ○ 空調設備 ○ 給排水衛生設備 電気設備

プロジェクト名称

業務内容 ○ 基本設計 実施設計 ○ 工事監理 その他（　　　　　　　　　）　

担当期間 2010年　5月　～　2013年　4月

担当業務の役割

所在地

建築主

施工者名称

施工者所在地

構造 ○ ＲＣ造　 Ｓ造 ＳＲＣ造 木造

敷地面積 ㎡ 延べ床面積 2,050 ㎡

階数 地上　7階　・　地下　1階

用途

竣工年月日

写真等貼付欄（専攻領域の内容が分かるもの。Ａ４サイズが原則）

実務実績証明欄

証明者氏名（自署）： 申請者との関係：

勤務先：

所属部署：設計課 役職： 連絡先：082-×××-××××

 ※審査 ※認定

住宅冬子

専門分野

○○複合ビル新築工事

36ケ月

機械設備担当主査

○○市○○町2-1-5

△△△△

○○○建設

○○市○○町3-2-3

580

集合住宅

平成○○年○○月○○日

専門分野を確認できる具体的 業務内容
近隣住民をの話し合いにより、圧迫感を防ぐため油圧式EVを採用。高置水槽をやめて圧力水槽方式とし、タ
ンク容量は、80％程度の同時使用率として決定した。

給湯、換気、ガス、消化設備についても機械設備担当として、基本・実施設計・工事監理業務全般を担当し
た。

第三者による証明
（発注者又は
建築資格者）

○○×× 上司

△△設計㈱

課長



建築生産専攻建築士申請用 氏名

責任ある立場での実務実績（様式４－建築生産）

（№ 1 ）

注意１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。

　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で、計３件記入して下さい。

　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

主な業務種別 ○ 建築施工管理 設備施工管理        積  算 診断・改修 非限定

プロジェクト名称

業務内容

担当期間 2012年　5月　～　2013年　7月 15ケ月

担当業務の役割

所在地

建築主

施工者名称

施工者所在地

構造 ○ ＲＣ造　 Ｓ造 ＳＲＣ造 木造

敷地面積 ㎡ 延べ床面積 2,050 ㎡

階数

監理技術者名

写真等貼付欄（専攻領域の内容が分かるもの。Ａ４サイズが原則）

実務実績証明欄

証明者氏名（自署）： 申請者との関係：

勤務先：

所属部署：工事監理課 役職： 連絡先：082-×××-××××

 ※審査 ※認定

住宅東子

専門分野

○○住宅新築工事

建築施工管理

現場責任者

○○市○○町2-1-5

△△△△

○○○建設

○○市○○町3-2-3

580

地上　3階　・　地下　　　階 用途 集合住宅

□□□□

専門分野を確認 できる具体的 業務内容
クライアントに対するプレゼン、地元住民に対して工事説明会や近隣対策、○○市担当者や業者との会議や
工程打合せ、朝礼・KY活動・施工図作成・受入及び工程検査・工程表の

作成及びフォローアップ・予算書の作成などの現場管理（安全・品質・工程・予算）を行なった。

第三者による証明
（発注者又は
建築資格者）

○○×× 上司

△△設計㈱

課長



棟梁専攻建築士申請用 氏名

責任ある立場での実務実績（様式４－棟梁）

（№ 1 ）

注意１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。

　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で、計３件記入して下さい。

　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

プロジェクト名称

業務内容 ○ 木工技能 ○ 設計・工事監理 ○ 施工管理 修復工事 診断

担当期間 2011年　4月　～　2012年　12月

担当業務の役割

所在地

建築主

敷地面積 ㎡ 延べ床面積 ㎡

構造 ○ 木造 その他（　　　　　　　　） 階数

用途

竣工年月日

写真等貼付欄（規矩術や木組みの分かる写真を添付する事。Ａ４サイズが原則）

 技術習得機関名

 所在地

実務実績証明欄

証明者氏名（自署）： 申請者との関係：

勤務先：

所属部署： 役職： 連絡先：082-×××-××××

 ※審査 ※認定

住宅西子

専門分野

宗教法人○○寺　本堂新築工事

21ケ月

責任者

○○市○○町2-1-5

宗教法人○○寺

580

地上1階 ・地下　階

寺院　本堂

平成○○年○○月○○日

専門分野を確認できる具体的業務内容

平屋木造の寺社建築の設計。社寺の設計及び施工時における屋根廻りの原寸作成、

継手・仕口の指示、建具の作成指導及び工事監理を総括して行なった。

　

　

△△工務店

○○市○○町1-3-7

第三者による証明
（発注者又は
建築資格者）

○○×× 上司

△△工務店



法令専攻建築士申請用 氏名

責任ある立場での実務実績（様式４－法令）

（№ 1 ）

注意１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。

　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で、計３件記入して下さい。

　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

　　３．関連資格（建築基準適合判定資格者・検査員・評価員等）に関する証明は、別紙添付して下さい。

関連資格 ○ 建築主事 ○ 建築基準適合判定資格者 その他（　　　　　　　　　）

専攻対象 ○ 行政機関の建築確認、法令の策定

○ 行政業務 ○ 確認検査業務 住宅性能評価業務 建設関連法令に関する専門家

裁判所（民事調停委員、民事鑑定委員、民事鑑定人）支援業務

行政（建築工事紛争委員会委員、建築士審査会、建築審査会）支援業務

建築士会の建物相談（法令に関する）等の実績

担当期間 2006年　4月　～　2013年　6月 87ケ月

担当業務の役割

業務履歴内容

 技術習得機関名

 所在地

実務実績証明欄

証明者氏名（自署）： 申請者との関係：

勤務先：

所属部署：営繕課 役職： 連絡先：082-×××-××××

 ※審査 ※認定

住宅南子

専門分野

民間確認検査機関、評価機関等の業務

主要な業務

営繕部などでのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等の発注業務

指導課係長

・○○市建築指導課係長

建築確認審査業務（○○担当）　　○○件/年×○年

「木造3階：○○○件+非木造：○○件」

・中間検査（建築基準法第７条の３項）　○○件/年×○年

・○○民間確認期間

建築基準検査院　○○○件/年　の中間検査及び完了検査

住宅性能評価　評価員　　○○件/年　の評価義務

・○○裁判所より民事調停員の任命を受ける。

・○○裁判所より民事調停員の任命を受ける。

１.第○○号の建築紛争調停を担当

２.第○○号の建築紛争調停を担当

３.第○○号の建築紛争調停を担当

第三者による証明
（発注者又は
建築資格者）

○○×× 上司

△△市役所

課長


